
Ⅲ－１ 特性に応じた指導や支援 

（３）障がい種別の教育的対応のためのコーディネートアイディア（例）⑦情緒障がい 
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一般に、発声器官等に明らかに器質的・機能的な障がいはないが、心理的な要因により、特

定の状況（例えば、家族や慣れた人以外の人に対して、あるいは家庭の外など）で音声や言葉

を出せず、学業等に支障がある状態です。選択性かん黙は、自閉症等とは異なりますが、コミ

ュニケーション能力の発達に軽微な問題がある場合が多いことに留意する必要があります。 

選択性かん黙 

情緒障がい教育の対象としての不登校は、心理的、情緒的理由により、登校できず家に閉じこ

もっていたり、家を出ても登校できなかったりする状態です。本人は登校しなければならないこ

とを意識しており、登校しようとするができないという社会的不適応になっている状態です。 

不登校 

食行動の異常は、食事をとりたがらない「拒食」、逆に極端に大量の食物をとる「過食」に大

別できます。こうした食行動の異常が過度になって、極端に体重が減少しても拒食がやめられ

ない、過食の後に食べたものを全部吐いたり下剤や利尿剤を使って体重増加を避けようとする、

という行為がみられるようになると、これは治療を要する摂食障がいの疑いが濃くなります。 

摂食障がい 

☆ 情緒障がいのある子どもの理解 

情緒障がいのある子どもの障がいの状態の理解 

 

「教育支援資料」には、情緒障がいの状態が説明されています。その一部

を紹介します。また、精神障がいとして述べられている「摂食障がい」「不

安障がい」等についても、厚生労働省「みんなのメンタルヘルス」に分か

りやすく記述してありましたので、そちらも紹介します。 

適応障がいは、ある特定の状況や出来事が、その人にとってとてもつらく耐えがたく感じら

れ、そのため気分や行動面に症状が現れるものです。たとえば憂うつな気分や不安感が強くな

るため、涙もろくなったり、過剰に心配したり、神経が過敏になったりします。また、無断欠

席や、喧嘩、物を壊すなどの行動面の症状がみられることもあります。ストレスとなる状況や

出来事がはっきりしているので、その原因から離れると、症状は次第に改善します。でもスト

レス要因から離れられない、取り除けない状況では、症状が慢性化することもあります。 

 

適応障がい 
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参考：厚生労働省「知ることからはじめよう みんなのメンタルヘルス」＜https://www.mhlw.go.jp/kokoro/＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

突然理由もなく、動悸やめまい、発汗、窒息感、吐き気、手足の震えといった発作を起こ

し、そのために生活に支障が出ている状態をパニック障がいといいます。 

 このパニック障がいによる発作は、死んでしまうのでないかと思うほど強くて、自分では

コントロールできないと感じます。そのため、また発作が起きたらどうしようかと不安にな

り、発作が起きやすい場所や状況をさけるようになります。とくに、電車やエレベーターの

中など閉じられた空間では「逃げられない」と感じて、外出ができなくなってしまうことが

あります。パニック障がいでは薬による治療とあわせて、少しずつ苦手なことに慣れていく

心理療法が行われます。無理をせず、自分のペースで取り組むことが大切です。 

パニック障がい・不安障がい 

統合失調症は、こころや考えがまとまりづらくなってしまう病気です。そのため気分や行

動、人間関係などに影響が出てきます。統合失調症には、健康なときにはなかった状態が現

れる陽性症状と、健康なときにあったものが失われる陰性症状があります。陽性症状の典型

は、幻覚と妄想です。幻覚の中でも、周りの人には聞こえない声が聞こえる幻聴が多くみら

れます。陰性症状は、意欲の低下、感情表現が少なくなるなどがあります。周囲から見ると、

独り言を言っている、実際はないのに悪口を言われたなどの被害を訴える、話がまとまらず

支離滅裂になる、人と関わらず一人でいることが多いなどのサインとして現れます。 

統合失調症 

強迫性障がいでは、自分でもつまらないことだとわかっていても、そのことが頭から離れ

ない、わかっていながら何度も同じ確認をくりかえしてしまうことで、日常生活にも影響が

出てきます。意志に反して頭に浮かんでしまって払いのけられない考えを強迫観念、ある行

為をしないでいられないことを強迫行為といいます。たとえば、不潔に思えて過剰に手を洗

う、戸締まりなどを何度も確認せずにはいられないといったことがあります。 

 

強迫性障がい 

自分の意思では止めることができず、不随意に頻繁に生じる運動（首振り、まばたきなど）

や発声（せき払い、暴力的な言葉など）であり、しかも突発的に生じ、反復的で非律動的で

常同的に生じるものです。 

 

チック 

眠れない、食欲がない、一日中気分が落ち込んでいる、何をしても楽しめないといったこ

とが続いている場合、うつ病の可能性があります。うつ病は、精神的ストレスや身体的スト

レスが重なることなど、様々な理由から脳の機能障がいが起きている状態です。脳がうまく

働いてくれないので、ものの見方が否定的になり、自分がダメな人間だと感じてしまします。

そのため普段なら乗り越えられるストレスも、よりつらく感じられるという、悪循環が起き

てきます。 

 

うつ病 


